
太陽光発電アドバイザー
⼤成智之

リスク認証検査

発電所の【リスク】を判断する為に、また発電所の評価を
UPする為に重要な５つの項目をお伝えします。

 保険付きメンテナンス【お元気メンテ】では、発電所のリスク評価を、書類上と現地点検にて
評価します。評価には基準値が設けられており、リスクが⾼い項目はマイナス値、リスクが低
い項目はプラス値が加算され最終評価値となります。 
 
最終評価値により保険料が決定されます。評価値が⾼いほど保険料は安く、評価値が低いほど
保険料は⾼くまた保険に⼊ることが出来ないこともあります。

発電所の評価UPその⽅法とは



①構造計算書

②盗難対策

災害、特に台風時などの風に耐えられるかの確認を⾏います。構造計算書がなくてもマイナス
評価とはなりませんが、評価出来ないということで０評価になってしまいます。災害、特に台

風時などの風に耐えられるかの確認を⾏います。構造計算書がなくてもマイナス評価とはなり
ませんが、評価出来ないということで０評価になってしまいます。

激増する盗難への対策の有無激防犯カメラやケーブルを抜けないように防護するものなど、
盗難が多く発⽣している地域であれば必須となります。盗難が起こってない地域でも対策が
されていれば評価が上がります。現地検査では発電所の周りも調査し盗難が容易かどうか等
の判定も⾏います。盗難が起こってない地域でも対策がされていれば評価が上がります。現
地検査では発電所の周りも調査し盗難が容易かどうか等の判定も⾏います。



③ストリング図・配置図

これらはメンテナンスに必要な図⾯となりますので、発電所がきちんと管理されているのかの
基準に使⽤します。こまた後述する崖下、崖上での⼟砂災害の影響範囲を調べることにも使⽤
します。

④ハザードマップ

発電所所在地がハザードマップ上にあるかを判断します発浸⽔や風災、落雷多発地域かどうか
などを調査します

ハザードマップポータルサイト (https://disaportal.gsi.go.jp/)



⑤崖下・崖上の影響確認

⼟砂災害での太陽光パネルへの影響を調べます⼟位置だけではなく、擁壁や排⽔処理が出来て
いるかなども現地確認を⾏います。⼟位置だけではなく、擁壁や排⽔処理が出来ているかなど
も現地確認を⾏います。

既設発電所ではハザードマップなど、どうしようもない部分も
ありますが図⾯等⼊⼿可能なものは提出いただくことで発電所
評価がUPする可能性があります。 
 
保険料を出来るだけ抑える為にご協⼒お願いいたします！ 

そ　ら

06-6381-4000
＊⽉曜〜⾦曜　8:30〜17:00＊

＊沖縄・北海道を除く全国で対応しております＊

まずは、お気軽にお電話ください！
全国

対応

ー大地と街、そして「人」いきいきとー
保険・盗難対策など、
発電所のお悩み
何でもお聞かせ
ください。

資料請求
お　お　な　る


